
3We learn 2015.10

ジェンダー概念を採用することにより強固な生物学的還元論を乗り越えて、
ジェンダー研究は今では一つの学問分野として認められるようになりました。
しかし、これまでジェンダーとしてとらえられてきたのは、異性愛を当然とする
「ヘテロジェンダー」であり、性別違和を感じる人たちは異常として排除する「シ
スジェンダー」でした。いまだに「人」とはヘテロシスジェンダーの成人男性の
ことであり、女性に対するミソジニー（女性嫌悪）、そして非異性愛やトランス
ジェンダーの人たちに対するホモフォビア（同性愛嫌悪・恐怖症）という構造的
暴力に抗

あらが

っていくにも、ヘテロシスジェンダーの壁が大きく立ちはだかってい
ます。昨今、性の多様性を認めようという運動が力を得てきていますが、これま
で排除されてきた性的マイノリティを包摂することにとどまるのであれば、既
存の社会構造は維持・強化されるだけです。
性の多様性に覚悟をもって向き合うためには、その人の性的指向、性自認、ま

た性的嗜好がいかなるものであろうとも、尊厳をもって生きていくことができ
る社会とはどのようなものなのか、想像力をフルに働かせて考えていく姿勢が
求められます。性的特権を享受しているはずのマジョリティであっても、異性愛
規範の下、自らの欲望を「正しいセクシュアリティ」にのっとるよう抑制してい
るはずです。そして、特定の人を“正しくない異常な人”として抑圧し排除する
構造的問題と個人の欲望は、わけて考える必要があります。異性愛規範に抵抗
するからといって、異性への性的欲望を貶

おとし

めはしません。「女らしくあるべし」
という規範による構造的抑圧に抗っても、受動的なエロスへの快感やひらひら
レースのついたピンクの洋服が好きという自分の好みは肯定されるべきです。
今こそ、性やセクシュアリティ、欲望について自由に語らうことができるため

の言葉と安心安全な「場」の確保が必要なのではないでしょうか。
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